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平成 21 年度公開教学講座第８講／「日本爬

虫両棲類学会　第 48 回大会」が天理大学で

開催／日本生命倫理学会第 21 回年次大会／

大阪希望館支援集会

おいて、神の身体それ自身でもある。したがっ
て、その「鏡」は過去、現在、未来をも映す
のである。このような次第で現代の「鏡」に、
今これを書いている 2009 年という時間軸に
絞って、「鏡」である神の胸の内に映し出さ
れているメッセージを察知し、所見を述べて
新年の巻頭言に代えておきたい。
2009 年正月は、「おふでさき」御執筆の明

治２年正月より数えて 140 年目に当たる年で
あった。その正月 20 日、つまり、教祖年祭
の直前日に、米国オバマ大統領が初の黒人大
統領として就任演説を行った。現代世界の財
政危機は高山の強欲と傲慢によってもたらさ
れたと喝破した後、「道」の比喩を説得力あ
ることばで援用し、過去の「埃」を「払って」
（dusting	 off）、新たな覚悟で変革（change）
にむけて、米国建国の「元一日」（the	 year	
of	 the	Americaʼs	 birth）の精神に戻り、差
別を排して一体となり、あらたな「責任の時
代」に前進しようと訴えた。つづくプラハに
おける歴史的な核廃絶演説によって、大統領
にはノーベル平和賞が授与された。
一方、10月 26 日の立教の元一日には、民

主党の鳩山由紀夫首相が初の所信表明演説を
行った。「友愛精神」を基盤として、農山漁
村や地域社会の活性化を目指し、戦後行政
の「大掃除」の断行と、世界の貧困緩和と国
民生活を第一とした政治を行うという決意を
表明した。前者は 18 分、後者は 80 分の演
説であったが、両者ともその肉声には迫力が
あった。両演説者のキーワードの前提は「大
掃除」ということばにあった。
立教と教祖年祭の「元一日」が合図立て

合って、日米という世界の「高山」から発せ
られた演説内容には、教理用語と共鳴するキ
―タームがほかにもちりばめられていた。そ
れらは決して単なる偶然の一致とは思われな
い。われわれの「胸の内」にも、新たなる「チェ
ンジ」への決意と矜持が映っていなければ、
それぞれの心の「扉」は、年が明けても閉ざ
されたままで、前景は視野に入らず、「鏡」
は曇っていると批判されても致し方がない。

手踊りの「みかぐらうた」六下り目の三ツ
に「みなせかいのむねのうち　かゞみのごと
くにうつるなり」と唄われる重要な一節があ
る。既成の理解では世界の「人間の心使い」
は、神の胸の内に、鏡に映るように見抜き見
透しに映るという意味に限定されていた。は
たしてこの解釈は正鵠を射ているのであろう
か。「世界の胸の内」が「鏡」それ自身であ
るという解釈は出来ないであろうか。たとえ
ば、次の「みかぐらうた」の「鏡」に対応す
る手踊りの表現が、それぞれ人間の胸の内を
指しているので、「鏡」のごとくに映るのは「神
の胸の内」だけでは無いということが、手振
りの動作からは読み取れる。八下り目十ド「こ
のたびいちれつに　すみきりましたがむねの
うち」の中の、澄み切り “ましたが ”と、四
下り目十ド「このたびむねのうち　すみきり
ましたがありがたい」の中の、胸 “のうち ”
の手振りなどに見られるように。両方とも両
平手で、ひたい前より胸前に「上下に円を描
く」という「鏡」に相似する形を表現した後、
直ちに指先を同時に胸に取るからである。
一方「世界は鏡」であるという「おさしづ」

における教えは、「みかぐらうた」と「おふ
でさき」に現れた「鏡」の意味を統合してい
る。たとえば、その統合性は「おふでさき」
の「にちへに神のむねにハたんへと　ほ
こりいゝばいつもりあれども」（XIII-21）と
いう一首の～神の胸と人間の胸とは呼応関係
にあるとする～両面鏡的解釈、「みかぐらう
た」六下り目第三歌の「世界の胸の内が鏡」
であるとする思想的解釈、そして勧善懲悪を
想起させる「人間の心使いが神の胸の内にみ
な映る」とする道徳的解釈の三側面を含んで
いると見られる。
「おさしづ」においても、ぢばも鏡なら、
世上も鏡であり、人は鏡、世界が鏡とも教え
られる。われわれ人間一人ひとりは、それぞ
れの胸の内に譬えられる、澄まされ磨かれる
べき「鏡」をもって生み落とされた存在であ
る。「世界は鏡」であるということはこの意
味でもあり、「鏡」は世界全体を映す限りに
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